
 

 

 

～ 第３回家庭教育学級講座「基本的生活習慣の確立に関する学習」 ～ 

『「片付けをしなさい」を言わない、子供に寄り添う片付け講座』 

日 時 令和４年１１月２４日（木） 

場 所 坂元台小学校 体育館 

講 師 遠矢 菜織 先生（整理収納アドバイザー） 

 

 

 

 

 

 

   

～ 参加者の感想から、一部をご紹介させていただきます ～ 

 ・とても参考になった。今後、「片付けなさい」と言わず、子どもに考えさせたいと思いました。 

 ・片付けの順番が間違っていた事に気付きました。 

 ・いる物、いらない物、まよう物、に分けて片付けてみようと思います。 

 ・「してはいけない」と講師の先生がおっしゃっていたことをほとんどやっていました。 

 ・子どもの物は、聞いてから捨てようと思った。将来、汚部屋になったら困る！！(笑) 

 ・同世代、女性の講師だったので、共感することも多く、聞き入りやすかった。 

 ・とても分かりやすかった。子どもに処分の判断をさせてみようと思いました。 

 ・1 日 15 分でも、毎日少しずつやり始めることが大事だと改めて思いました。 

 ・職場の片付け出来ない上司にも教えてあげようと思います。 

 ・いつも収納を先に買って片付けをしていたので、まず、いる、いらないを整理してから、 

  というのに納得しました。片付けが苦手なので、是非してみようと思います。 

 ・子ども目線に立って、片付け方を見直したいと思います。すごく勉強になりました。 

 ・要、不要、しか頭になかったので、迷う、があって良かったでした。 

  子どもと話しながらはしたことがなかったので、会話しながら進めようと思います。 

  1 日 1 回リセット時間作ります。本日から実行します。 

 ・子どもと少しずつ片付けをしてみようと思いました。 

 ・整理の本など読むことはありますが、その時は、そうそう！と思いつつ、そのままになって 

  しまうことが多く、やらなきゃ！の気持ちがつのり、焦ります。 

 ・1 日 15 分リセット！響きました。今日、帰ってからまず 15 分！！やります！！ 

 ・「いる」「いらない」「迷う」Box 子どもと一緒にしてみたいです。 

 ・1 日 15 分なら、自分でもやれそうな気がします。その時間は、ほかのことに気を取られず、

子どもと一緒に片付けることに集中して親子で習慣にしていけたら良いなと思います。 

 

家庭教育学級だより（NO3） 

主な話の内容 
★ １日１５分やってみよう。 

★ 「いる」「いらない」「迷う」で分けてみよう。 

★ 「片付けをしなさい」を言わず、こどもと一緒にやってみよう。 

★ こども自身に考えさせてみよう。 


